system udp-metrics
ローカルサーバーのUDP通信統計を照会します。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	クラスター管理者

	ライセンス使用量
	集計しない

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
system udp-metrics
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	rx_pkts
	long
	受信したUDPパケット数

	rx_errors
	long
	受信エラー数

	rx_buf_errors
	long
	受信バッファエラー数

	tx_pkts
	long
	送信したUDPパケット数

	tx_buf_errors
	long
	送信バッファエラー数


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	10000
	no-read-permission
	クラスター管理者権限がない場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
system udp-metrics コマンドは、ローカルサーバーのUDP通信統計を照会します。netstat -s コマンドの出力のうちUDP項目をパースするため、Linux環境でのみ動作します。
受信（rx_*）と送信（tx_*）のバッファエラーを通じて、Syslog受信などUDPベース通信の異常有無をモニタリングできます。
このコマンドを実行するにはクラスター管理者権限が必要です。
使用例
UDP通信統計を照会
system udp-metrics
ローカルサーバーのUDP受信・送信統計を照会します。
バッファエラーの発生有無を確認
system udp-metrics
   | search rx_buf_errors > 0 or tx_buf_errors > 0
UDPバッファエラーが発生した場合のみフィルタリングして照会します。
